
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第５回 学区別会議（小津学区） 

 

日時：平成 25 年 11 月 11 日（月） 

19：30～21：30  

場所：小津会館 

 

 

 

次  第 

 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第４回のふりかえり 

３．意見交換 

○プロジェクトの絞り込み 

○取り組み実現の方向 

○まちづくりのテーマ 

４．今後の進め方 

５．一言感想 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 小津学区 】             H250807 現在  敬称略 

№ 自治会  名前     

1  金森 沢井 進一 さわい しんいち 男 

2  金森 寺田 恭章 てらだ やすあき 男 

3  金森 堀 家隆 ほり いえたか 男 

4  三宅 三品 長一郎 みしな ちょういちろう 男 

5  三宅 田中 昇治 たなか しょうじ 男 

6  三宅 田中 健一 たなか けんいち 男 

7  大林 中西 雅義 なかにし まさよし 男 

8  大林 吉田 則夫 よしだ のりお 男 

9  大林 木瀬 みよ子 きせ みよこ 女 

10  欲賀 寺田 康夫 てらだ やすお 男 

11  欲賀 奥村 正 おくむら ただし 男 

12  欲賀 寺田 守 てらだ まもる 男 

13  欲賀 池田 仁美 いけだ ひとみ 女 

14  森川原 寺田 博重 てらだ ひろしげ 男 

15  森川原 森田 好次 もりた よしつぐ 男 

16  森川原 森田 廣 もりた ひろし 男 

17  山賀 松村 茂 まつむら しげる 男 

18  山賀 猪飼 博雅 いかい ひろまさ 男 

19  山賀 堀尾 和子 ほりお かずこ 女 

20  杉江 井本 滋美 いもと しげみ 女 

21  杉江 杉江 清作 すぎえ せいさく 男 

22  杉江 前田 智史 まえだ さとし 男 

23  杉江 木村 正治 きむら まさはる 男 

24  三宅稲葉 井上 猛 いのうえ たけし 男 

25  三宅稲葉 村松 孝夫 むらまつ たかお 男 

26  三宅稲葉 浜砂 秀紀 はますな ひでのり 男 

27  金森山柿 神谷 一郎 かみたに いちろう 男 

28  金森山柿 渡部 哲夫 わたべ てつお 男 

29  金森山柿 神谷 ゆう子 かみたに ゆうこ 女 

 

事務局  
・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 川上 肇      ・中島 勉      ・中島史郎 
・ 坪内稔夫      ・吉原史雄      ・足立慎也 
・ 田渕誠一      ・倉嶋佑介      ・貞松純子 
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②
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２
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
地

域
の

特
徴
、
資

源
の

特
性

を
確

認
・

共
有
 

・
大

き
な
見
落
と
し
や
考
え
方
の
違
い
は

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
 

・
ま

ち
の
主
な
問
題
点
や
課
題
は
何
で
し

ょ
う
。
今
の
問
題
、
そ
し
て
子
や
孫
の

時
代
も
見
通
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
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。
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年 10 月 15 日（火）午後７時 30 分から小津会館において、守山ま

るごと活性化プラン検討委員会の第４回学区別会議を開催しました。 

小津学区にお住まいの住民 22 名で、まず前回会議で出された学区のまちづく

りを進めていく上での課題や方向性について、大きな見落としがないかなどふり

かえりました。次に、学区のまちづくりの具体的取り組みについて話し合い、最

後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３つのテーブルに分かれ、前回会議で出された小津学区の

まちづくりを進めていく上での「課題」や「方向性」の

確認を行いました。その後、学区の「たからもの」と「課

題」を関連づけて、学区のまちづくりの「具体的取り組み」

について話し合いました。 

○ 『学区の課題』として、多様な市民のニーズを適切に把握

し活用することや、若い世代を主役とした仕組みづくりが

必要という意見などがありました。また、『活性化の方向性』

における農業に触れるきっかけや制度づくりの取り組みと

して、貸し菜園をきっかけとしたコミュニティスペースづ

くりなどがあげられました。 

○ 『具体的取り組み』では、史跡や水辺を結ぶウォークルー

トの整備や、案内看板づくりを通じた地域の魅力再発見・

共有、レンタサイクルと連携したサイクルロードマップづ

くり、といった多くの意見が出されました。 

○ 『具体的取り組み』を進めていくための課題として、地域

の宝ものを住民にも知ってもらうことや、宝ものを地域の

個性溢れるものとしていくこと、などがあげられました。 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：三品学区長より 

②内容説明：本日の進め方、第３回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回会議のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの取り組みを考える』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成25年10月発行

第４回 

学区別会議 

[小津学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に小津学区の『まちづくりの具体的取り組み』について話し合いました 

▲結果を発表し参加者で共有

▲▼テーブル毎に話し合いました 
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第 4回 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 小津学区 第４回 

日 時 2013 年 10 月 15 日（火） 19：30～21：30 

会 場 小津会館 

参加者 

住民 22 人（金森 3 人,三宅 2 人,大林 3 人,欲賀 3 人,森川原 2 人,山賀 3 人,杉江 2

人,三宅稲葉 3人,金森山柿 1人） 

守山市（川上,中島(史),坪内,吉原,足立） 

地域未来研究所（田渕,貞松,倉嶋） 

会場設営 4 テーブルを設置し、自治会に関係なく抽選で着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（三品学区長） 

・３回の会議を受け、10 月 3 日に全体会議が開催された。各学区が出してきた課
題には似通ってものもある中で、小津学区があげていた「生成りのままでやって
いく」ということが一番キラリと光っていた。一時的な目的のために集まるのみ
では、活性化としては不十分。皆が自然に集まれるような良い方法を検討してい
ければと思う。 

２．説明 

①本日の進め方（田渕） 

②第３回検討結果の説明（田渕） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、課題の見落としや示された視点への
違和感がないかどうかについて確認を行った。 

・再検討結果の概要は、各テーブルのファシリテータより報告された。 

・『学区の課題』として、多様な市民のニーズを適切に把握し活用することや、若
い世代を主役とした仕組みづくりが必要という意見などがあった。また、『活性
化の方向性』における農業に触れるきっかけや制度づくりの取り組みとして、貸
し菜園をきっかけとしたコミュニティスペースづくりなどがあげられた。 

 

③学区のまちづくりの取り組みを考える 

・たからものとまちづくりの課題を関連づけて、どんなことができるか、何をした
ら学区が元気になるかについて、具体的な取り組みを各自で考え、カードに書い
てもらった。 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

・ 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が活性化の取り組みについての検討結果を発表した。
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・『具体的取り組み』では、史跡や水辺を結ぶウォークルートの整備や、案内看板
づくりを通じた地域の魅力再発見・共有、レンタサイクルと連携したサイクルロ
ードマップづくり、といった多くの意見が出された。 

・『具体的取り組み』を進めていくための課題として、地域の宝ものを住民にも知
ってもらうことや、宝ものを地域の個性溢れるものとしていくこと、などがあげ
られた。 

 

５．その他 

・次回会議の開催日時は、11 月 11 日（月）19:30～、小津会館にて開催が決定され
た。 

 
小津学区第４回会議の様子 
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2. 第４回会議の意見まとめ 

 
小津学区の活性化の具体的な取組み（アイデア）をまとめた。【主なもの】 
 

＜小津学区のまちづくりの具体的取組み＞ 

■小津袋、山賀内湖、湖岸周辺、芦刈園等の水環境の保全と活用 

① 水辺の散策路。春夏秋冬を通して周辺の人々と憩える場づくり。 

② レンタサイクルと連携したサイクルロードマップの作成。 

③ 環境を破壊しない、自然な環境づくり。 

④ 住民の現状認識と行動力の醸成や、学区を横につないだ連携の為の体制づくり。 

■新守山川の整備と活用 

⑤ 桜並木や自転車道の整備。 

⑥ 河道を整備して人が中に入れるようにし、自然とふれあうことができる環境づくり（遊歩道）。 

⑦ 新守山川でのお花見等のイベント実施や、川をきれいにする活動の展開。 

■水に育まれた文化の発見 

⑧ 湧き水が豊富な小津における古くからの名残を発見・整理し・活用し、他市との市民同志の交流

につなげていく。 

■公園を活用した健康づくり 

⑨ 健康づくりのための遊歩道を、興味を持って歩けるような環境にする。 

⑩ 木を登る、岩登り、鉄棒など、総合的な体力づくりの施設を作る。 

■ホタルが育つ環境づくり 

⑪ ホタル鑑賞ルートを小津学区まで延長。夏の夜を楽しむルートづくりなど、ホタル保護の取組み

やイベントの開催。 

⑫ 自治会で「ほたる保護区」を設定し、自治会有志（含子ども、ファミリー）で推進。 

■季節の花が溢れる環境づくり 

⑬ 四季の花が育つそれぞれの場所で花畑をつくる。 

⑭ 季節毎の花の場所を紹介（パンフレットなどで）し、ゆっくり鑑賞できる環境を整備。 

⑮ 有志で「街を小ぎれいにしよう会」をつくる。雑草のはえない施工・舗装方法の研究・開発。 

■湖岸からの眺望の活用 

⑯ 新守山川全体を公園に。歩道の整備や、ベンチ、照明等の設置。学区全体で花見会の開催など。

⑰ 夕日百選への登録。 
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■遺跡史跡・寺社仏閣・ゆかりの人物を味わう 

⑱ 魅力を伝える看板や標識の作成等を通して、地域への愛着や住民同士のつながりの醸成。 

⑲ 史跡やゆかりの地等を結ぶ魅力的なウォーキングルートの作成。 

⑳ 小学生、中学生が楽しく学習しながらまわるスタンプラリーやウォークラリー等の開催。 

■自治会館を活用した憩いの場づくり 

�  自治会館を開放し、サロン等を開設し、皆が集うことのできる場をつくる。 

■長刀祭の継承 

�  今後も末永く継承していくため、共通する資機材の共有化を行う。 

�  氏子全体で継承していくための仕組みづくり。 

■田畑を活用した『農』の再生 

�  使っていない畑を活用して子どもが楽しめるイベント作り。 

�  無人野菜売場をいくつか設け、案内図なども掲げて野菜売場をつなげる。旬な野菜の紹介なども

して、農業に関心を持ってもらう。 

�  田んぼを貸し農園として希望者に貸し出し、敷地内には BBQ 等ができ皆が集まれる場所を作る。 

�  県外から農業担い手を募集する（就職難の解消、非正規雇用の解消）。 

■若者の参画・定住を促進する仕組みづくり 

�  婚活推進員制度の創設（昔の仲人の役割）。 
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す
る

た
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取
り

組
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小
津

袋
、
山

賀
内

湖
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湖

岸
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、

芦
刈

園
等

の
水
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用
 

川
の

水
の
流
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一
年
中
水
が
流
れ
る
川
で
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遊
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る
よ
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山
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川

）
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バ
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ズ
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ン
バ
イ
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現
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の
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り
取
り
に
よ
る
作
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は
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終
目

的
は

不
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。
草

津
、
守

山
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界

に
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板
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打

ち
蓮

の

広
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る
。
 

小
津

袋
、
山

賀
内

湖
、
湖
岸
周
辺
 

水
辺
の
散
策
路
。
外
か
ら
訪

れ
る

（
観
光

ポ
イ
ン

ト
）
。

周
辺
の

人
々

と
の

憩
い

の
場

づ
く

り
。

散

策
路
と
し
て
活
用
 

湖
岸

公
園
、

山
賀

内
湖
、
下
水
道
処
理
場
の
跡
地
 

親
水
性
を
確
保
。
水
草
の
除

去
。

ふ
れ

あ
い

憩
い

の
場

に
 

湖
岸

周
辺
 

カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
 

芦
刈

園
 

き
れ
い
な
公
園
の
よ
う
に
整

備
し

、
維

持
し

て
、

市
内

～
県

内
～

県
外

の
リ

ピ
ー

タ
ー

を
増

や
す

。
 

新
守

山
川
、

小
津

袋
 

自
然
な
環
境
づ
く
り
（
環
境

を
破

壊
し

な
い

で
）

 

管
理
上
の
課
題
も
多
い
 

芦
刈

園
・
バ

ラ
園

 

芦
刈
園
・
バ
ラ
園
を
活
用
し

（
見

学
）
サ

イ
ク
ル

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
。

守
山
駅

～
草
津

駅

（
栗
東
駅
）
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル

を
活

用
。
 

守
山
駅
→
バ
ラ
園
→
芦
刈
園

→
風

車
（

ハ
ス

）
→

栗
東

駅
・

草
津

駅
 

赤
野

井
湾
（

小
津

袋
）
・
芦
刈
園
 

通
年
を
通
し
た
、
住
民
の
現

状
認

識
と

行
動

力
 

新
守

山
川
、

小
津

袋
 

学
区
を
横
に
つ
な
い
だ
連
携

の
為

の
体

制
づ

く
り

 

小
津

袋
 

水
辺
公
園
。
貸
し
ボ
ー
ト
。

釣
り

堀
。
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

新
守
山

川
の

整
備

と
活

用
 

新
守

山
川
の

管
理
用
道
路
を
活
か
す
。
山
賀
～
金
森

3
.5

㎞
。
 

桜
並
木
と
自
転
車
道
の
整
備
 

千
力

～
Ｊ
Ａ

ま
で

の
桜
並
木
 

こ
れ
を
活
か
し
延
ば
し
て
自

転
車

道
に
 

新
守

山
川
 

桜
並
木
、
植
樹
 

〃
 

小
津
学
区
共
通
の
た
か
ら
も

の
と

し
て

堤
防

を
活

用
す

る
（
改
修

と
併

せ
て

整
備

す
る

必
要

あ
り

）
。

桜
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

等
。

 

新
守

山
川
の

見
応

え
の
あ
る
桜
並
木
（
欲
賀
）
 

遊
歩
道
、
自
転
車
道
の
設
置
 

新
守

山
川
 

自
転
車
道
、
遊
歩
道
、
ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
等

の
整

備
 

新
守

山
川
、

境
川

の
管
理
道
路
 

桜
並
木
と
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

の
整

備
 

桜
 

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
、

サ
イ

ク
ル

ツ
ア

ー
 

新
守

山
川
 

河
道
を
整
備
し
て
人
が
中
に

入
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

自
然

と
ふ

れ
あ

う
（

遊
歩

道
）

 

桜
 

新
守
山
川
の
お
花
見
。
川
を

き
れ

い
に

す
る

活
動

。
 

新
守

山
川
 

自
転
車
道
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場

、
憩

い
の

場
所

 

水
に
育

ま
れ

た
文

化
の

発
見
 

水
の

文
化
（

湧
き

水
の
復
活
）
 

小
津
に
は
昔
か
ら
の
地
名
が

多
く

残
っ

て
い

る
。
そ

の
整

理
を
す

る
こ

と
に

よ
り

新
し

い
住

民
か

ら

の
目
線
で
気
づ
き
が
で
き
る

の
で

は
な

い
か

。
 

歴
史

資
源

（
金

森
長

近
、

蓮
如

と
門

前
町

、
信

長
と

一
向

一
揆
、

環
ご

う
な
ど
）
 

昔
の
な
ご
り
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
る
。
湧
き
水
が
豊
富
な
小
津
で
そ
の
整
理
を
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
取
り
上
げ
、
歴
史
的
な

広
が

り
は

大
き

く
、
他
市

と
の

市
民

同
志

の
交

流
に

も
つ

な
が

っ

て
い
く
。
 

公
園
を

活
用

し
た

健
康

づ
く

り
 

立
命

館
附
属

前
の

公
園
（
花
壇
）
 

花
を
植
え
て
花
道
を
つ
く
る
 

運
動

公
園
他
 

健
康
づ
く
り
の
遊
歩
道
を
興

味
を

持
っ

て
歩

け
る

よ
う

な
環

境
に

す
る
 

〃
 

総
合
的
な
体
力
づ
く
り
の
施

設
を

作
る
（

屋
内
及

び
屋

外
）

木
を

登
る
、

岩
登
り

、
鉄
棒

他
い
ろ

い

ろ
。
簡
単
な
鉄
棒
と
か
体
力

づ
く

り
に

使
え

る
物

を
設

置
（

安
全

に
つ

い
て

は
自

己
管

理
）
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

ホ
タ

ル
が
育

つ
環

境
づ

く
り

 

ホ
タ

ル
 

河
川
の
環
境
整
備
（
当
番
制

で
維

持
管

理
）
 

ホ
タ

ル
 

現
在
守
山
市
で
取
り
組
ん
で

い
る

が
、
ま
だ

ま
だ

活
性

化
に

至
っ

て
い

な
い

。
昔

の
よ

う
に

Ｊ
Ｒ

に

依
頼
し
ホ
タ
ル
電
車
を
設
定

す
る

。
 

ホ
タ
ル
保
護
の
取
組
、
イ
ベ

ン
ト

 

身
近

な
水
資

源
 

小
津
の
可
能
な
自
治
会
は
「

ほ
た

る
保

護
区

」
を

設
定

し
、

自
治

会
有

志
（

含
子

ど
も
、

フ
ァ
ミ

リ

ー
）
で
推
進
す
る
。
 

新
守

山
川
・

ホ
タ

ル
 

市
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
ル
ー
ト
を

小
津

学
区

ま
で

延
長

し
、

夏
の

夜
を

楽
し

む
ル

ー
ト

づ
く

り
 

水
が
汚
れ
て
い
る
か
ら
増
え

る
要

素
が

な
い
 

境
川

、
野
洲

川
の

伏
流
水
 

各
自
治
会
に
１
本
井
戸
を
掘

り
ホ

タ
ル

、
湾

の
美

化
、

防
火

用
等

総
合

的
に

利
用

す
る
 

ホ
タ

ル
な
ど

季
節

の
イ
ベ
ン
ト
 

春
・
夏
・
秋
・
冬

、
四

季
に

イ
ベ

ン
ト

が
で

き
、
一

年
を
通

し
て

参
加

で
き

る
催

し
を

考
え

る
。
（

春

の
桜
祭
り
、
夏
の
ホ
タ
ル
は

思
い

つ
く

が
、

秋
と

冬
の

テ
ー

マ
を

考
え

て
欲

し
い

。
）

年
中

お
祭

り

が
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
望

ま
し

い
。
 

小
津
学
区
モ
デ
ル
地
区
。
 

季
節

の
花

が
溢

れ
る

環
境

づ
く

り
 

ふ
れ

あ
い
広

場
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
 

場
所
の
確
保
。
樹
木
の
育
成
。
 

地
域
の
個
性
あ
る
た
か
ら
も
の
を

つ
く

る
 

季
節

を
感
じ

る
花

 
四
季
の
花
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で

花
畑

を
つ

く
る

 

ゴ
ミ

の
な
い

雑
草

の
生
え
て
い
な
い
街
小
津
 

自
治
会
有
志
で
「
街
を
小
ぎ
れ
い

に
し

よ
う

会
」
を

つ
く

る
。
道

路
端

な
ど

に
雑

草
の

は
え

な
い

施

行
方
法
、
舗
装
方
法
の
研
究

・
開

発
。
 

季
節

を
感
じ

る
花

、
蛍
も
含
め
 

季
節
毎
の
花
が
ど
こ
に
あ
る

か
紹

介
（

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

で
）
し

て
ゆ
っ

く
り

鑑
賞

で
き

る
環

境

を
整
備
す
る
。
 

季
節

を
感
じ

る
花

 
バ
ラ
園
・
芦
刈
園
等
は
中
途

半
端

。
春

夏
秋

冬
に

散
策

で
き

る
場

所
と

す
る

。
市

費
の

投
入

。
 

湖
岸

か
ら
の

眺
望

の
活

用
 

山
々

の
眺
望
 

夕
陽
百
選
に
登
録
 

新
守

山
川
（

山
々

の
眺
望
）
 

全
体
を
公
園
に
。
歩
道
の
整

備
。

ベ
ン

チ
、

照
明

等
の

設
置

。
学

区
全

体
で

花
見

会
。
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

遺
跡

史
跡
・
寺
社

仏
閣
・
ゆ
か
り

の
人

物
を
味

わ
う

 

歴
史

を
語
る

遺
跡
 

観
光
資
源
と
し
て
遺
跡
巡
り
、
歴

史
ツ

ア
ー
 

地
域

の
歴
史

蓮
如

上
人
ゆ
か
り
の
地
 

山
賀
湖
岸
か
ら
金
森
ま
で
 

史
跡
 

小
津
及
び
他
の
守
山
の
史
跡

及
び

そ
れ

ら
を

結
ぶ

ル
ー

ト
を

含
め

整
備
（

景
観
・

安
全
性
）

し
、

魅

力
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト
を
つ
く
る
。
小
学
生
、
中
学
生
が
楽
し
く
学
習
し
な
が
ら
ま
わ
る
工

夫
を
す
る
（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
な

ど
）
 

歴
史

を
語
る

遺
跡

 
巡
礼
の
よ
う
な
取
組
。
歩
い

て
廻

る
例

え
ば

遺
跡

の
説

明
と

か
。

朱
印

。
 

歴
史

資
源
（

金
森

長
近
高
山
城
主
）
 

信
長
・
秀
吉
・
家
康
３
代
に

仕
え

た
金

森
長

近
は

青
年

時
代

を
金

森
で

過
ご

し
た

。
 

神
社

仏
閣
、

各
所

な
ど
 

共
通
デ
ザ
イ
ン
で
標
識
と
由

来
を

書
い

た
も

の
を

作
る
 

寺
社

仏
閣
の

活
用

 
寺
社
仏
閣
を
巡
る
ル
ー
ト
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
に

活
用

す
る
 

神
社

、
寺
院

な
ど

 
秘
仏
公
開
期
間
な
ど
を
設
け
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
催
し
を
す
る
。
歴
史
の
好
き
な
方
、
新

住
民
の
方
で
地
元
の
歴
史
を

知
り

た
い

方
親

子
で

参
加

で
き

る
よ

う
。
 

歴
史

遺
産
（

寺
社

・
城
跡
）
 

副
読
本
化
。
ル
ー
ト
化
。
地

域
の

人
の

再
認

識
。

観
光

活
用

。
 

歴
史

を
語
る

遺
跡

 

小
学
生
（
高
学
年
）
に
で
き

る
説

明
＝

看
板

を
各

地
に

作
る

。
こ

の
活

動
自

体
が

共
同

作
業

、
つ

な

が
り
を
生
む
と
考
え
る
。
 

協
働
作
業
が
つ
な
が
り
を
生

む
 

神
社

仏
閣
 

仏
教
の
歴
史
を
知
る
た
め
の

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
。

コ
ン

サ
ー

ト
等

、
人

が
集

ま
る

内
容

。
 

自
治

会
館

を
活

用
し

た
憩

い
の

場
づ

く
り
 

地
域

の
憩
い

の
場
 

自
治
会
館
の
開
放
（
月
１
回
程
か

ら
）

誰
で

も
集

う
 

自
治

会
館
な

ど
 

サ
ロ
ン
な
ど
を
開
設
し
、
皆

が
集

ま
れ

る
場

所
を

つ
く

る
 

長
刀

祭
の
継

承
 

長
刀

祭
 

今
後
も
継
承
す
る
た
め
共
通
す
る

資
機

材
の

共
有

化
 

住
民
も
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
 

長
刀

祭
の
伝

承
 

氏
子
全
体
で
継
承
し
て
い
く
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

田
畑

を
活
用

し
た
『

農
』
の

再
生

 
農

村
後

継
者

の
転
出
 

で
き
る
だ
け
同
じ
集
落
内
や
学
区

内
に

と
ど

め
る

。
 

調
整
区
域
内
で
の
住
宅
が
容
易
に

出
来

る
よ

う
に

制
度

を
改

善
。

地
区

計
画

の
活

用
。
 

農
地
 

水
田
の
宅
地
化
を
条
件
付
き

で
も

う
少

し
容

易
に

出
来

る
よ

う
に

す
る

。
若
い
世

代
も

学
区

内
に

住

め
る
よ
う
に
。
畑
を
家
庭
菜

園
と

し
て

貸
し

出
す

シ
ス

テ
ム

を
作

る
。
現
在

も
個

人
交

渉
で

は
行

わ

れ
て
い
る
。
 

田
（

稲
）
 

稲
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
の
作

成
（

コ
ン

ク
ー

ル
を

す
る

）
 

農
業

の
担
い

手
 

農
業
を
体
験
す
る
機
会
を
（

教
育

の
場

）
 

農
産

物
 

無
人
野
菜
売
場
を
い
く
つ
か

設
け

、
案

内
図

な
ど

も
か

か
げ

て
野

菜
売

場
を

つ
な

げ
る

。
旬

な
野

菜

の
紹
介
な
ど
も
し
て
、
農
業

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

。
 

空
い

て
い
る

田
ん

ぼ
 

田
ん
ぼ
を
貸
し
農
園
と
し
て
活
用
。
希
望
者
に
貸
し
出
し
、
敷
地
内
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
が
で
き
る
皆

が
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作

る
。

 

レ
ン

ゲ
畑
 

使
っ
て
い
な
い
畑
を
活
用
し

て
子

ど
も

が
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
作

り
 

農
地
 

県
外
か
ら
農
業
担
い
手
を
募

集
す

る
（

就
職

難
の

解
消

、
非

正
規

雇
用

の
解

消
）

 

若
者

の
参
画
・
定

住
を

促
進

す
る

仕
組

み
づ
く

り
 

3
0
代

40
代

の
未
婚
男
女
 

全
市
的
取
組
。
婚
活
推
進
員
制
度

（
昔

の
仲

人
の

役
割

）
 

独
自
の
制
度
を
つ
く
る
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第４回会議での追加・修正意見 

小津学区の課題・活性化の方向性 

子どもの減少 

介護問題 

学区全体の集いの減少 

高齢化の進行 

少子高齢化・人口減少 

交通量の増加や道路整備 

交通量の増加 

近道のため生活道路に入り込む車

街灯が少なく、暗く怖い場所がある

通学路の歩道幅が狭く危険

標識が無い 右折溜まりが無い

川や琵琶湖の環境の悪化 

河道のヨシ・ヒヨシの氾濫 

新守山川や小津袋に親しむ憩いと健康の環境づくり 

○琵琶湖岸のハスやオオバナミズキンバイを除去し、親水性のある湖岸に 

○多様な生物が生息できる環境づくり（具体イメージが必要） 

○川や公園を活かした憩いの場所づくり（具体イメージが必要） 

○健康づくりの場の整備（自転車道やグラウンドゴルフ場）

水不足・地下水の確保 

雨水が流れ、ゴミが多い（新守山川） 

整備され、身近な川でなくなった 

子どもの遊び場の減少 

球技場や広い場所が無い

遊び場が無いので、遊ばせないようになっている

挨拶ができない

生成りから始める推進体制づくり 

○生成り（本来の姿のまま）でできるものから始めて行く 

○共有できるシナリオと取組みの推進力をつくる（指導者の育成） 

○市民が求める真のニーズを把握する 

○若い世代を主役とした仕組みづくり 

多くの世代が門前町・古墳・環濠・社寺等の歴史・伝統と親しむ環境づくり

○古墳を活用した公園化 

○門前町・環濠等の地域の歴史の再現 

○多くの住民が楽しめるよう伝統文化を受継ぐ（現代に合わせアレンジ） 

バスの運行が少ない

スーパーなどの商業施設が少ない

高齢者のひとり暮らしが増加 

役割を担える人材の減少・発掘困難 

行事の継続・存続ができなくなる 

晩婚化し、未婚男女が多い 

地域皆が架け橋となり定住を促進する取組み 

○人間関係を仲立ちする人を育成（婚活推進等） 

○新旧住民の交流 

○農地を宅地化し、新規住民が入って来られるように 

高齢化により、災害時の避難が不安 

災害時の対応 

地域の活動への積極性が希薄化 

地域に対する考え方の変化 

若い人の集まる場所が少ない

住民のマナーが悪化 

歴史や地域環境、遺産等について知識がない

農業の後継者がいない

歩いて買い物に行ける場所がない

井戸端会議の場所が減った

気軽に集まれる場所の減少 

公共交通の便が悪い 

団地の外へ徒歩で出にくい

夜間の騒音 

個人主義的な考え方 

ホタルや長刀祭、身近な魅力からつながる地域づくり 

○気軽に楽しく参加できる環境として色々な行事を企画し、幅広い参加を推進する

○身近な連携が取れる人から取組みを進めていく 

○自治会単位に留まらず、学区が横に連携して検討する 

○ホタルや祭をきっかけに 

○気軽に遊べる・集まれる場所づくり 

公園や道路脇の雑草 

地域の掃除・維持管理困難 

自治会の掃除では対処しきれない 

外来魚や外来水草の増加

小津袋や芦刈園、 

赤野井湾内湖の水質悪化

琵琶湖側と守山駅側の地域格差の増大

魅力的なお店が少ない

子育ての体制が不安 

どのように長刀祭を伝承していくか

自治会単位での世話は困難

祭の継続・伝承が困難 

放流の失敗 

自生環境の減少 

ホタルの生育環境の減少 

常水が少ない 

土や草の維持 

地域についての知識不足 

農業の担い手不足 

農業に触れるきっかけや制度づくり 

○貸し家庭菜園   ○コミュニティスペースの併設 

○子どもの畑体験   （皆が気軽に集まれる場所） 

安全・安心な生活環境づくり 

○車がなくてもお出かけしやすい交通 

○道路利用のマナーとルール 

○夜間の安全を守るための仕組み 

農業ばなれ

支援システムの適切な運用

若い人が住みにくい制度 多様な層のニーズが把握不足 

地域の状況に対応した制度の不足 
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守山まるごと活性化プラン（小津学区）の取組内容について 

 

１．小津学区のまちづくりの将来像のテーマ（案）→ 1 案に絞る 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．小津学区の住民主体のまちづくりプロジェクト（案） 

 

■プロジェクト１  人と琵琶湖がつながり親しむ環境づくりプロジェクト 

小津袋、山賀内湖、芦刈園など、湖岸に位置する豊かな水資源を活用して、四季を通じて人と

水とが親しむことが出来る環境の創造を図るとともに、水環境を守り育てていきます。 

●取組１ 四季を通して憩える環境づくり 

  →環境を破壊しない、自然な水環境づくり 

  →水辺の散策路を整備し、行き交う人が春夏秋冬を通して憩う場の創出 

●取組２ サイクルロードマップの作成 

  →駅のレンタサイクルと連携した、水資源を巡るサイクルロードマップの作成 

●取組３ 誘客促進に向けた取組み 

→整備した環境を守りながら、多方面からの観光客を増やすとともに、小津を

好きになってもらう 

 

 

■プロジェクト２  新守山川触れ合い環境整備プロジェクト 

小津学区を流れる新守山川を活用し、イベントの実施や花畑の整備など、人が集う・行き交う

仕組みや環境を創出します。 

●取組１ イベントや活動の実施 

→お花見イベントや、川をきれいにする活動の展開 

●取組２ 桜並木や自転車道の整備 

→桜並木を拡充整備し、自転車が安全に通行できるように 

●取組３ 河道の整備 

→人が川に入り、水を中心とした自然と触れ合うことができる環境づくり 

 

 

■プロジェクト３  湧き水に育まれた小津の文化発見プロジェクト 

地名や歴史資源など、小津に数多く残る昔のなごりを整理し、歴史的な広がりを紐解きながら

PR していくことで、住民の地域への愛着の醸成や、他市との市民同士の交流に結びつけます。 

●取組１ 小津の地名とその由来の再発見 

  →昔からの地名を収集・整理し、地域の歴史を再発見 

●取組２ 水資源と歴史資源との関係性を紐解く 

→金森長近、蓮如と門前町、信長と一向一揆、環濠などのまちの歴史と、小津

案１：生成りでつくるふれあいのまち 小津 

案２：蓮如上人の教えが息づくやさしさの水辺 

案３：小津は人と水と歴史がつながるまちをめざします 

案４：気づけばみんな小津っ子のまち 
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の歴史や水の歴史を紐解き、PR 

 

 

■プロジェクト４  公園で健康づくりプロジェクト 

小津には、憩いや楽しみのために整備された公園がいくつもあります。これらの公園を活用し

て、一人ひとりが楽しみながら健康づくりを行える環境を整備します。 

●取組１ 楽しみながら運動ができる環境の整備 

→遊歩道について、花道をつくるなど興味を持って楽しみながら歩けるような

環境に 

●取組２ 総合的な体力づくりの施設整備 

  →木登り、岩登り、鉄棒など、体力づくりに使えるような施設を整備 

 

 

■プロジェクト５  ホタルが育ち光るまちプロジェクト 

小津学区では、夏の夜になるとホタルが飛び交う幻想的な光景がみられますが、近年ではその

数を減らしつつあります。そこで地域を挙げてホタルを育成・保護し、学区の魅力として磨き上

げます。 

●取組１ ホタル保護区 

  →ホタルの正しい育成・保護法の勉強 

→自治会で「ホタル保護区」を設定し、有志で推進 

●取組２ ホタルの育成・保護を通したホタルと触れ合う環境づくり 

  →ホタル観賞ルートの延長 

→夏の夜を楽しむルートづくり 

→他季節のイベントと連携し、年中お祭りがあるコミュニティに 

 

 

■プロジェクト６  季節の花が溢れる色彩の庭プロジェクト 

小津学区には、バラ園や芦刈園など、季節の花々を味わい・親しむ場所があります。これらの

場所とも連携しながら、地域の各所に春夏秋冬四季を通じて花々を鑑賞・散策できる環境をつく

ります。 

●取組１ 四季の花畑づくり 

  →四季の花が育つそれぞれの場所で花畑をつくる 

●取組２ 四季の花畑を地域の魅力として PR 

→季節の花を紹介するパンフレット等を作成し PR することで、多くの人々に憩

いを提供 

●取組３ 「まちを小ぎれいにしよう会」の結成 

→まちの美化に向けた取組みの推進や、雑草の生えない施工・塗装方法などを

勉強 

 

 

■プロジェクト７  比叡・比良の眺望活用プロジェクト 

琵琶湖岸から見える比叡山や比良山地、三上山の眺望などは、見た人の心を掴んで離さない大
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きな魅力があります。この眺望を地域の魅力として磨き上げるため、眺望を堪能できる公園や歩

道、ベンチや照明を整備し、イベントの開催など人が集うきっかけをつくります。 

●取組１ 夕日を味わう環境の整備 

  →歩道の整備や、ベンチ、照明等の設置 

●取組２ イベントの企画・実施 

  →学区合同の花見会など、景観を味わうイベントの開催 

●取組３ 日本の夕日百選 

→湖岸からの眺望を夕日の名所として磨き上げ、日本の夕陽百選への選定を目

指します。 

 
 
■プロジェクト８  歴史を語るたからもの継承プロジェクト 

小津学区には、蓮如上人や小津神社など、地域の歴史を語るたからものが数多くあります。こ

れら魅力を再発見・再整理し、楽しみながら愛着を深めることができる仕組みを検討するととも

に、次世代へ継承してきます。 

●取組１ みんなで魅力の再発見・再整理 

→歴史的な魅力を伝える看板や標識などの作成を目指し、住民みんなで地域の

たからものを整理することで、地域への愛着や住民同士のつながりを醸成 

●取組２ ウォークルートの造成 

→史跡やゆかりの地等を結ぶ魅力的なウォークルートの作成 

●取組３ 若い世代も楽しめるイベントの実施 

→小学生や中学生が楽しく学習しながら参加できるスタンプラリーやウォーク

ラリー等の開催 

 

 

■プロジェクト９  憩いの自治会館プロジェクト 

自治会館で積極的に様々な活動を催すことで、地域のコミュニティ活動を活発にするとともに、

皆が自然に集まってこれるような場をつくることで、地域の皆が仲良く助けあって暮らしやすい

まちをめざします。 

●取組１ 自治会館の開放 

→月１回程度、自治会館を開放し、様々な催しが自由に開催出来る場をつくる 

→地域の様々なコミュニティ活動の活動促進 

●取組２ サロンの開設 

→サロンなどを開設し、住民のさらなる集いを促進 

 
 

■プロジェクト１０  長刀祭へいらっしゃいプロジェクト 

国選択無形民俗文化財にも指定されている長刀祭は、1400 年とも言われる長い歴史をもつ祭で

す。この長刀祭を今後も末永く継承していくため、幅広い世代が参画して、学区内外の様々な人

が楽しみながら受け継いでいけるような仕組みをつくります。 

●取組１ 知識や資機材の共有化 

→長刀祭の基礎的な知識や使用する資機材を学区全体で共有し、より身近な祭

としての認識を育む 
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→幅広い世代に祭りのことを楽しく知ってもらうための仕掛け 

●取組２ 氏子全体で受け継ぐ仕組み作り 

→長刀祭を氏子全体で継承していきための意識共有や連携体制の構築 

●取組３ 祭の誘客促進・PR 

→長刀祭の歴史やイチオシの楽しみ方などを幅広く PR 

 

 

■プロジェクト１１  農からはじまるお付き合いプロジェクト 

利用可能な田畑を活用し、農業体験や販売所、貸し農園などを展開することで、農業をきっか

けとした学区内街の住民の交流を図ります。 

●取組１ 田畑を活用した農業体験イベント 

→子どもが楽しみながら農業に親しむことができるイベント 

●取組２ 野菜販売所の開設と、複数の販売所を結ぶ案内図の作成 

→各販売所で異なる野菜の販売や、旬な野菜の紹介、他の販売所の紹介 

●取組３ 貸し農園の開設と、コミュニティスペースの併設 

→希望者に貸し農園として貸出、敷地内には BBQ などができ、皆が集まれるよ

うな場所をつくる 

●取組４ 農業の担い手の募集と、初期支援 

→県外などから農業の担い手を募集し、参画を支援するとともに、担い手とし

て育成 

 
 

■プロジェクト１２  若者の定住促進プロジェクト 

若い世代を中心に、幅広い世代の小津への定住を促進していくため、地域の課題を把握・整理

し、住みやすい環境の実現に向けて取組みます。 

●取組１ 地域の課題整理 

→快適に暮らすにあたって日頃困っていることや、改善して欲しい課題などの

抽出・整理 

●取組２ 若い世代のニーズ把握 

→若い世代は何を求めているか・どんな土地に住みたいかなどの、定住に関す

るニーズを把握 

●取組３ 人間関係推進員制度（婚活推進員制度） 

→外部の人材が入ってきやすいよう、昔の仲人のような役割を担う人材を育成

し、住民間の人間関係などを取り持つ 
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